











ンガル語」を教授している。僕も、 「法華経をよむ」の講座を担当している関係で、たまたま、我妻和男氏が『ベンガル仏教協会』百周年記念誌にベンガル語で「木村日紀先生」の紹介をしていることをお聞 し、夫人にお願いしてベンガル 寄稿を日本語訳して頂いた。そ ことについ 、駒沢大学学長⇒総長を務めた故
・奈良康明先生に相談したところ、奈良先生も同誌に寄

































任を勧めたが、法縁と縁を切った自分が同寺貫首に就任することは出来な と断ったという（前記、 『酒井日愼上人』に掲載の座談会での木村先生 発言） 。在りし日の木村龍寛日紀先生の温容と、ご活躍を憶 つつ、擱筆する次第である。
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木村日紀先生を憶う（渡邊）
